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要　報

岩坂泰信：成層圏エアロゾルの偏光におよぼすセント・ヘレン火山の噴火

　　レーザレーダによって観測された成層圏エアロ

　　ゾルの濃度変化；1．季節変化と，対流圏から

　　成層圏へのイオウ化合物の流束

　　　　　　　岩坂泰信（名古屋大学水圏科学研究所）

　名古屋におけるレーザレーダ観測の結果をもとに，成

層圏エアロゾル濃度の季節変化について議論した．結果

は，顕著な冬季の極大がみられ，他の研究者の結果と同

様なものである（Hof㎞am6’紘，1975；Ho㎞a㎜and

Rosen，1977；Bi99，1975；Reiter8’畝，1979），名古屋

での結果は，1977年さらには1976年の夏季にも第2の極

大が見られる．小さな夏季の極大は，他の研究者の結果

にも見出されており，1975年の夏の極大はGras　and

Laby（1979）の結果に，また1978年および1977年の夏

の極大は，Reiter等の観測に見られる．種々の結果を

まとめてみると，冬期の極大は定常的に地球規模で観測

され，小さい冬の極大が時々見られる．

　もし成層圏エア・ゾルが，75％の硫酸液滴からなって

いると考えるなら，粒子状物質が沈降によって失われる
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量とつりあうためには，イオウ化合物の対流圏から成層

圏へのHuxは，5x107（S）atoms／cm2／secである．

　　レーザレーダによって観測された成層圏エアロ

　　ゾルの濃度変化；皿．フエゴ火山爆発後の長期

　　変動

　　　　　　　岩坂泰信（名古屋大学水圏科学研究所）

　フエゴ火山爆発（1974年10月）以後の成層圏エアロゾ

ル濃度の減少について，レーザレーダ観測の結果にもと

づき議論した．観測結果は約2年の時間スケールで減少

していることがわかったが，この時間スケールは，今ま

での結果（H面nam　and　Rosen，1977；Russell　and

Hake，1977）より長いものである．この違いは主とし

て，解析対象にした観測時間のちがいによると思われ

る．従来の研究では，観測時間が短かすぎ，十分でない

ように思われる．ごく最近，Reiter等は，各地のレー

ザレーダ基地の結果をまとめた（1980）．彼らは，エア

・ゾル濃度の減少の時間スケールを出してはいないが，

、天気”28．8．



まとめられた結果は，約2年の時間スケールを示してお

り，われわれの結果とほぽ同じ値である．

　　都市域における大気中のエアロゾル粒子の漿結

　　核としての不活性度

　　　　大谷健・小野晃（名古屋大学水圏科学研究所）

　都市めエアロゾル粒子が，有機物の効果により，凝結

核としてどの程度不活性化されているかを明らかにする

ために，縦型熱拡散チャソバーとインパクターを用いて

実験的研究を行なった．約1％以下の過飽和度下でゆっ

くり成長するか，あるいは全く成長しない不活発な粒子

を，活発な粒子から分離して捕集した．そして透過電子

顕微鏡を用いて，これら不活発な粒子の濃度を参照試料

の粒子の濃度と対比させた．ところが，不活発な粒子は

ほとんど見出されなかった．この結果は，有機物の汚染

がかなりあると考えられている都市においてさえも，ほ

とんどの大気中のエア・ゾル粒子は凝結核として極度に

は不活性化されていないことを示している．

　　地上で観測される降水の型と地上気象要素との

　　関係

　　　　　　　　　松尾敬世・佐粧純男（気象研究所）

　　　　　　　　　　　　　　　佐藤靖裕（埼玉大学）

　輪島，松本，日光の地上気象観測データの解析によっ

て，地上で観測される降水の型（雪，みぞれ，雨）と気

象要素との関係を調べた．降水の型は，地上気温だけで

はなく，地上の相対湿度にも依存していた．同じ地上気

温でも湿度の違いによって降水の型が臨界的に変化し

た．ある地上気温に対して，2つの臨界湿度が認められ

る．下部臨界湿度までは，降水はすべて雪であるが，下

部臨界湿度から上部臨界湿度までの遷移領域では，雪，

みぞれ，雨がみられる．上部臨界湿度以上では，降水

はすべて雨となる．回帰分析により3地点の臨界湿度

RH　cri（％）と地上気温丁（。c）の関係を求めると次

のようになる．

　　　　RH　cri（snow）＝一7．5T十93

　　　　RH　c「i（「ain）＝46＾／6．2－丁　　　輪島

RH　cri（snow）＝一7．3T十96

RH　cri（rain）＝・39べ！7．2－T

RH　cri（snow）＝一6．2T十91

RHcri（rain）＝43ぺ！6．8＿T

松本

日光

ここで，RH　cri（snow）は下部臨界湿度を示し，関係
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式は降雪の判別式とな：る．一方RH　cri（rain）は上部

臨界湿度を示し，関係式は降雨の判別式となる．雨の判

別式に見られる地点間の相違は，地点間の降水中の雪片

の性質の違いに基づいているものと考えられる．雪の判

別式の場合は，地点間にあまり相遠が見られないが，こ

れは判別式が雪片の性質には影響されないことを示して

いる．みぞれは，雪と雨の判別式で囲まれた遷移領域に

のみ存在し，その出現頻度は強い降水強度とも関連があ

った．

　解析によって得られたこれらの結果は，松尾，佐粧

（1981，a）の計算結果と良く一致している．

　　　　大気中のイン7ラソニック波の研究．

　　インフラソニック波観測のためのマルチパイ

　　プ・ラインマイクロホン．

　　　　　　　　　田平　誠（愛知教育大学地学教室）

　愛知県刈谷市の愛知教育大学において，最近インフラ

ソニック波の常時観測が開始された．当面の主なねらい

は，頻繁に山頂噴火をくり返している桜島火山からのイ

ンフラソニック波を観測し，その伝播を大気構造と関連

させて調べることである．

　乱流境界層中で，インフラソニックシグナルを検出し

ようとする時は，風の変動によって生ずるノイズがしば

しば障害となるので，その低減が必要である．本研究に

おいては，そのようなノイズ減殺のために新たにマルチ

パイプ・ラインマイクロホソを考案した．その機能は，

気圧場における1つの直線上の空間平均をとるものであ

り，本質的にはDaniels（1959）が提案したものと違い

はないが，製作の段階で生ずる無理が除かれ，単純とな

っている．また，必要に応じて2次元的な空間平均をと

ることができるのも利点の1つである．

　ノイズ減殺効果の実地テストを行なったところ，かな

りの効果が認められたが，その減殺量はPriestley（1965）

の乱れのモデルによって計算したものよりは幾分小さい

値となった．

　　海面に接する大気境界層内の風速変動のスペク

　　トル特性に及ぼす水面波動の影響

　　　竹田厚（国立防災科学技術センター平塚支所）

　水面の波動から受ける影響に特に注目して，海面に接

した大気境界層中の風速変動のスペクトル特性を調べ
　　■
た．

　海上の観測塔などで得られた，波浪と風速変動の同時
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測定のデータの中から，風と波浪の進行方向が大体一致

している場合の例を選び，スペクトル解析等をおこない，

波浪上の，風速の水平平均風向成分μと鉛直成分ωにつ

いての2次元的な風速変動の場について，いろいろと検

討した．その結果，つぎのような事実が分った．

　1．海面上で測定されたスペクトルは，〃成分ω成分と

もモニンオブコフの相似理論に基づくモデル（ここでは，

多くの実験結果をまとめて導いたKaimal6∫・」．（1972）

のものとBusch（1973）のものを引用した）にくらべて

主として低周波側で，顕著な上向きの偏侍を生じる．

モデルスペクトルからのこのような偏侍は，Busch　and

Pano蝕y（1968）によっても示唆されている．

　2．これらの風速変動中には，通常の大気境界層の乱

流とは別に，水面の波動とコヒーレソトな擾乱が，かな

りの割合で含まれていることが，今回の関連度関数の解

析から明らかになった．この擾乱のスペクトルヘの寄与

を推定し，それを測定されたスペクトルから引き去る

と，偏侍はほとんどなくなって，モデルスペクトルに大

体一致したスペクトルが得られる．

　3．麗とωのコスペクトルに対するこの擾乱による寄

与は小さいと推定され，事実，測定されたコスペクトルは

Kaima1らのモデルコスペクトルの形にほとんど一致し

ている．コスペクトルの積分形である共分散μωは運動

量の鉛直輸送を形成するが，これに対するこの擾乱の寄

与は概ね10％以下で，測定誤差の程度であると思われ

る．これは本研究の結果の中でとくに注目すべぎことが

らであろう．

　4．水面の波動を入力としてこの擾乱を出力とする線

形応答系を想定し，応答関数を求めてみた結果，この擾

乱は，風速よりも速い位相速度をもつ波浪の成分波，す

なわちうねりによって効果的に引き起こされることが示

された．擾乱の膨成分はω成分より若干大きめであり，

どちらも海面からの高度による減衰は，今回の高度5m

までの測定範囲では顕著でない．また，うねりの周波数

域でのこの擾乱の両成分の間には，かなり明確なgooの

位相差がみられるところから，この擾乱は，今回の観

測条件で，平均風向の鉛直面内では，長軸が水平な楕円

の軌道運動をしているものと推測される．

　以上のような興味ある事実を，さらに明確に記述する

ためには，波と風のいろいろな条件のもとでのデータの

解析と，流体力学の理論とに基づいた研究が必要であ

ろう．
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　　定常散逸惑星波に伴うオイラー及びラゲランジ

　　ュ平均運動

　　高橋正明・瓜生道也（九州大学理学部物理学教室）

　定常散逸惑星波に伴うオイラー及びラグランジュ平均

運動を，β一平面上のchannel　mode1で議論する．波は

底面の凸凹の運動で励起し，時定数λαで作用するレー

リー摩擦とαで作用するニュートン冷却で散逸すると仮

定し，平均流についても同じとする．主としてえ＝1で，

次の3つの場合を議論した．

　（1）基本流U。も散逸率αも一定，

　（2）砺は高さとともに変化するがαは一定，

　（3）Uoもαも高さとともに変化する．

　オイラー及びラグランジュ平均運動は，密度のスケー

ルハイトと散逸のスケールハイトの差によって変わる

（c£Dunkerton，1979；Uryu，1980）．

　惑星波がニュートン冷却のみで散逸するという仮定に

ついて再考した．（1）の場合，もしλ＜KUR一恥）／U。1

（URは2次元ロスビー波の速度）でなければ，レーリ

ー摩擦の項は無視できないことがわかる．また，波はニ

ュートン冷却のみで散逸すると仮定する一方，オイラー

平均したz方向の運動方程式にレーリー摩擦を入れる

と，ラグラソジュ平均流は，波にもレーリー摩擦を入れ

た場合とは，基本流が小さい場合は別として，全く違っ

た結果を得る．例えばUo＝30m／secでα＝1／7day－1の

とき，ラグランジュ平均子午面循環は3－cell構造になっ

ている．一方オイラー平均流に定性的な違いはない．

　　　熱帯地方の渦度場に対する積嬰対流の効果

　　　　　　　　第1部　大規模収支

　　　　曲建華（SpaceScienceandEngineering

　　　　　　　　Center，Uhi▼e雌ity　of　Wi6con5h）

　　　　柳井迫雄・階中興（Depa血ent　of　Atmo5・

　　　　　　　　phe2ic　Science5，　Uni▼ersity　　of

　　　　　　　　C曲o”血）

　マーシャル群島領域上の渦度の大規模収支を，1956年

4月から7月にいたる期間の風の資料に基づいて再吟味

した．渦度方程式中の水平移流項および立上り項の正確

な見積りを得る努力をはらった．擾乱のある条件下での

収支残差の平均垂直プロフィルは，上部対流圏に正渦度

の大きなみかけ上のソースを，また表面附近はシソクを

示す．しかしながら，この平均プロフィルは，同領域で従

来得られていたものよりももっと複雑である．静穏な場

合の平均渦度収支は大きな局所時間変化と，それをほと

、天気”28．8．



んど補償する絶対渦度の水平移流とによって特徴づけら

れる，

　　豪雨時のリアルデータに対するAr盛awa－

　　Scbubeft積雲パラメタリゼーションモデルの

　　応答

　　　　　　　　　　　　　　　山崎孝治・二宮洗三

　　　　　　　　　（気象研究所・気象庁電子計算室）

　Arakawa－Schubertの積雲パラメタリゼーション（CU）

を，1972年6月27日に九州で発生した豪雨の場合に適用

して，その応答を調べる．

　観測された大規模場の移流による温度・湿度の変化を

与えて，簡単な1次元モデル（CU，大規模場の凝結

（LSC），中層対流調節（ML）を含む）を積分して，大

規模場の影響を調べる．モデルは，雲の高さ，降水量な

どの観測された特徴をよく再現する．モデルの計算結果

によると，低気圧の暖域中では，MLが重要な役割を果

たし，LSCとCUは豪雨の起きた前線のすその部分

（training　portion）で重要な働きをしている．豪雨の前

半では，LSCが重要な働きをし，後半ではCUが重要

な働きをする．

　大規模な移流による成層の不安定化に抗して，CUと

MLは成層を安定化するように働く．豪雨時のマス・

フラックスはほぼ大規模場の上昇流に等しい．基準雲仕

事関数（baseline　cloud　work　fUnction）ノ4。をLord

（1978）の値ではなく，ゼロにした方が観測との一致は

よい．

　　アジア亜熱帯湿潤気候区の長続きしたCbク

　　ラスター

　　　　　　　　　　　二宮涜三（気象庁電・子計算室）

　　　　　　　　　猪川元興・秋山孝子（気象研究所）

　1979年7月12～16日，アジア亜熱帯湿潤気候区で，長

続ぎしたCbクラスターが静止衛星によって観測され

た．これは弱い偏西風帯のトラフにともなって発生し～

32。Nにそって～1，000km／dayの速さで東進した，こ

の期間丁朋（雲頂放射温度）は一75～一60C。（高さ10

数kmに相当）を示した．

　Cbクラスターは観測データの稠密な九州上空を通過

し，雨量観測・レーダ観測により，その内部に数本のエ

コー・バンドがありその一部で50～100mm／hourの強

雨が発生し，エコ｝頂高度は10数kmに達していたこ

とが確かめられた．
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　このCbクラスターの発達過程は次の2つのステー

ジにわけられる；Cbクラスター・ステージ（7月12～

14日）および中間規模低気圧ステージ（14～16日）．一

　中国大陸～東シナ海域通過時にはCbクラスターは

明瞭であるが，まだ地上低気圧は形成されない（Cbク

ラスター・ステージ）．この領域では湿潤層下面は高い

が，成層は著しい対流不安定を示す．対流圏下層の傾圧

性は非常に弱く，このため低気圧への発達はゆるやかで

あったものと推論される．

　Cbクラスターが日本列島南岸～本州東方洋上の“前

線帯”に入ると，地上低気圧の形成がはじまる（中間規模

低気圧ステージ）．“前線帯”では湿潤層下面は低いが，

対流不安定層は大陸におけるほど厚くはなく，TBBから

推定される雲頂高度は相対的に低い．

　Cbクラスター・ステージから中間規模低気圧ステー

ジヘの変化にさいして，擾乱の垂直構造の変化が見られ

た．

　　日本海沿岸地域の大雪の時・空間的変動

　　Pa鴬1降水の時・空間的変動のEOFによる記述

　　　　　　　　　　　　　　秋山孝子（気象研究所）

　日本海沿岸部豪雪地帯に位置する，新潟県の冬期（30

ヵ月）の日降水量（～40観測点）の時間的・空間的変動

を，EOF（Empirical　Orthogonal　Function）によって

解析した．

　降水変動はΣん（渉）昂（Z）によってあらわされる，こ

こで丑は空間分布関数，んは時間変動関数である．

z41B、および∠2B2は降水全変動量の～50％，～15％を

それぞれ記述している．B1の極大域は，県南部標高約

500mのENE～WSWにのびる山岳地帯にあり，時間

平均降水量のパターンとほぼ一致する．β2のパターソ

は，県南部の標高～1，000mの山岳地帯と，ん200m以

下の沿岸平野部とにおける，降水変動の対照をあらわし

ている．

　第1，第2時間変動関数（11i（ず），！42（∫））にもとづい

て，日降水分布を，3分布型（山地型，平均型，平野

型）に分類し，各分布型の出現状況を冬期30ヵ月をとお

して観察した．大雪の年（または月）には，ある特定の

分布型の出現に偏り易い．特に豪雪年には，平野型分布

が支配的である．

　各分布型の短周期変動に注目した．大雪（≧20mm・

day－1）は数日の期間（heavy　snow飴11period）で出現

する．1つのheavy　snow魚11period中，1つの分布型
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の継続する傾向がある．

　以上のことから，各分布型の大雪は，それぞれ異なる

総観気象状況下で発生することが推測される．この間題

はpart2で扱う．

　　日本海沿岸地域の大雪の時・空間的変動

　　Pa鴬2　典型的な降雪分布時の総観気象状況

　　　　　　　　　　　　　　秋山孝子（気象研究所）

　Part1で，新潟県の冬期日降水量（資料，30ヵ月）

をEOFによって解析し，降水空間分布を3分布型（山

地型，平均型，平野型）に分類した．Part2では，その

3分布型の豪雪期間（3日間）の総観場の変動状況を，

輪島の高層資料，および合成天気図を用いて解析した．

　豪雪時，各分布型に共通して，上層troughが非常に

寒冷なこと，気団変質層の深い（SFC～700mb）こと

が，大きな特徴として指摘される．

　山地型の豪雪は，wedge型の深いtroughが日本列

島上を急速に通過し，それに伴って急速に発達した地上

低気圧の後面の強い季節風下に発生する．下層（SFC～

800mb，境界層と対流混合層）のWNW～NW風は山

岳に対してほぼ直角をなしており，厚い対流層の形成と

それの地形上昇によって，山岳地帯（標高，～1，000m）

の豪雪はもたらされると推測される．

　平野型の豪雪は，上層のcold　vortexが日本海上で南

下（または深まった）後，ゆっくりと東方へ向かう時，

その寒気内で発生する．地上のdepressionは大きく発

達しないし，急速に東方へ移動もしない．大陸上の高気

圧の張出しも弱く，したがって，下層の季節風も弱い．

上層の寒気は，山地型（～一35。C）に比して，より冷

く（～一370C），気団変質層（対流混合層）はより上層

まで及んでいる．平野型豪雪時，下層風の風向（WNW～

WSW）は山岳に対して直角でなく，風速も弱い．地形

上昇は副次的と推測される．

上記のように，小領域（新潟県，～100×150㎞2）の

降雪量・降雪分布は，大規模循環系に支配されているこ

とが分かった．

　　関東地方の大気境界層に夜間に発生する低気圧性

　　じょう乱の解析

　　　　　　　　　　　　　　原田　朗（気象研究所）

　天気がよく，地上の気圧傾度が弱い状態で，山風が支配

的であろうと思われる気象条件のもとで，関東地方の大

気境界層にしばしば小規模な低気圧性じょう乱が発生す

る．その水平規模は約100kmで，1kmの高さまで伸

びている．この風系は，海陸風の理論や観測例から推測

されるものとはかなり異なっている．また，うず度は3×

10－4sec－1ほどの大きさになる．最下層の収れんとその

上の層の発散は，その間に上昇流を生じ，鉛直断面内の

循環は自由大気中にエクマン層の空気を汲み上げる2次

循環とみなせるであろう．

創立100周年記念事業について

　記念事業については昨年より準備委員会を設置して計

画を進めており，その現況をお知らせします．

　1）記念式典

　昭和57年度春季大会（5月26～28日）の前日，すなわ

ち5月25日（火）午後2時より記念式典を日本教育会館

大講堂で開催，理事長，来賓のあいさつ，祝辞，科学講

演会（内容未定）その他を予定している．なお式典終了

後同会館で懇親会を開催する予定．（例年の大会2日目

の懇親会は取り止める）

　2）熱帯気象国際シンポジウム

　WMOおよびAMSと共催の熱帯気象シンポジウム
を秋（10月18～23日）に開催の予定．プ・グラムについ

ては決り次第お知らせする．

　3）　日本気象学会100年史編纂

　1957年に75年史が刊行されているので，その後の25年
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史を中心に作成し，重複をさけるが，75年史を所有しな

い会員も多いことを考え重要事項は取り上げ，天気へ掲

載する．

　4）　「天気」

　4月号を特別号としてレビュー，座談会，100年史，

総目録を掲載する．

　5）　r気象集誌」

　100年記念特別号を計画，すでに論文の募集を行って

いる．また集誌のSubject　Indexを1982年から新設す

る．

　6）　地方支部における記念講演会

　気象庁がホストするStudy　Confヒrcnce　on　Largc－

Scale　Oceanographic　Experiments　in　the　WCRPに来

日する外人のうち数名に地方支部での講演を依頼する．

嵐天気伊28．8．


